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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

障害者支援課
担当名: 地域生活・医療的ケア児支援担当

内線: 3317 (単位：千円)
会計

S194 障害福祉サービス職員ハラスメント対策推進事業 一般会
計

民生費 社会福
祉費

項
障害者福祉費 障害者支援費

番号 事業名

事 業
期 間

令和 4年度～ 根 拠
法 令

障害者総合支援法第1条、指定障害福祉サービスの事業等の
人員、設備及び運営に関する基準第33条

款

針路 03
分野施策 0302

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ
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　障害福祉サービス事業所がハラスメント対策を講じる
ことにより、職員の安全を確保し、安心して働き続ける
ことができる体制を構築する。
ア　複数訪問事業　　　　　　　　　　　306千円
イ　ハラスメント相談窓口設置事業　　1,901千円
ウ　ハラスメント対策研修事業　　　　1,000千円

ア　複数訪問事業　　　　　　　　　　　　　　　　306千円
　　複数の居宅介護職員等訪問系サービス事業所職員が居宅介護等を行った際、利用者やその家族等の同意を得ら
  れず、報酬が算定できない場合に費用補助を行う。
イ　ハラスメント相談窓口設置事業　　　　　　　1,901千円
　　ハラスメントに関する障害福祉サービス事業所等職員からの悩み等に関する相談窓口を設置し、専門の相談員
　が相談支援を行うことにより、事業所における介護人材の確保及び定着の促進を図る。
ウ　ハラスメント対策研修事業　　　　　　　　　1,000千円
　　ハードクレームに関する組織対応について（管理者向け）及び対応ノウハウ等（職員向け）の研修を実施し、困難事
　案への適切な対応ができる人材を育成し、離職の減少に繋げ、施設・事業所における人材の確保及び定着の促進を図
　る。

　【活動指標（アウトプット）】
　　・複数訪問補助件数　84件
　　・相談窓口の設置　　1か所
　　・研修実施回数及び参加者数　6回、210名

　【成果指標（アウトカム）】
　　ハラスメント対策の実施による障害福祉サービス職員等の離職率の減少

２　事業主体及び負担区分
ア（県9/10）事業者1/10
イ（県10/10）
【厚生労働省】障害者福祉費補助金
ウ（国9/10・県1/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500円×0.5人＝4,750千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 3,207 900

前年額 3,301 3,301

― 福祉部 194 ―

介護・医療体制の充実

2,307 △94

介護人材の確保・定着対策の推進



 

事業名

単位事業名 予算額 306千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 306 △94

合計 306 △94

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 306 △94 複数訪問回数84回分　306千円

合計 306 △94

単位事業名 予算額 1,901千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 1,901 0

合計 1,901 0

　

主な内容

事業内訳書

障害福祉サービス職員ハラスメント対策推進事業

複数訪問事業

主な内容

主な内容

ハラスメント相談窓口設置事業



 

 

単位事業名 予算額 1,901千円

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 1,901 0 相談窓口設置業務委託　1901千円

合計 1,901 0

単位事業名 予算額 1,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 900 900 【厚生労働省】
社会福祉費補助金 障害者福祉費補助金

補助率　9/10

一般財源 100 △900

合計 1,000 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 1,000 0 ハラスメント対策研修業務委託　1,000千円

　

主な内容

ハラスメント相談窓口設置事業

主な内容

ハラスメント対策研修事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 1,000千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 1,000 0

ハラスメント対策研修事業

主な内容


